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社会教育活動の拠点に
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作

方

比
口
男
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比
面
呼

明
明
７
２

Ｊ
ｎ
人
前
６

木
幡
地
区
公
民
館
完
成
へ

社
会
教
育
の
中
心
的
施
設
で
あ

る
公
民
館
は
。
現
在
、
中
央
公
民

館
一
、
分
館
十
六
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
民
相
互
の
連
帯
を
深
め
る
場

と
し
て
の
公
民
館
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
中
で
、
市
で
は
．

昭
和
五
十
年
に
公
民
館
網
の
整
備
・

充
実
計
画
を
確
立
し
、
昭
和
五
十

四
年
か
ら
地
区
公
民
館
の
整
備
に

3月末

―影撮日夕
｀

月り事工設建館民公区地幡木

取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
区
公
民
館
は
、
人
口
四
？
五

万
人
を
単
位
と
し
た
生
活
圏
に
建

設
す
る
も
の
で
、
地
域
で
市
民
が

自
由
に
集
ま
り
。
学
習
や
交
流
が

地
元
の
声

んさ順晋志高

木
幡
公
民
分
館
で
は
、
地
域

の
サ
ー
ク
ル
が
毎
日
の
よ
う
に

活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
公
民
分
館
畏
会
議

で
、
も
う
少
し
公
民
館
と
い
う

名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
必
要

だ
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
。
公
民
館
の
た
め
に
‘

と
、
川
地
を
売
却
さ
れ
た
柳
川

巾
郎
さ
ん
の
ご
心
向
も
あ
っ
て
、

－
■
Ｉ

Ｗ゙｀４Ｓ｀４｀Ｗ`″
Ｉ
Ｉ

気軽に使えるように

Ｉ

自

１

１

１

木
幡
地
区
公
民
館

位
置
図
と平

面
図

で
き
る
、
住
民
活
動
の
セ
ン
タ
ー

と
な
り
ま
す
。

木
幡
地
区
公
民
館
は
、
昨
年
十

月
か
ら
建
設
を
始
め
て
い
ま
し
た

が
。
こ
の
三
月
末
に
は
完
成
し
、

五
月
に
は
オ
ー
プ
ン
の
ヱ
疋
で
す
。

施
設
の
あ
ら
ま
し

ｙ
建
設
地
・
：
木
幡
内
畑
三
四
一
七

ｙ
規
模
・
・
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
’
・
。
ト
造

り
二
階
建
。
敷
地
＝
約
一
、
四

二
四
㎡
、
建
物
延
面
禎
Ｌ
約
六

〇
六
㎡

▼
総
事
業
９
…
約
一
一
、
五
〇
〇

万
円

▼
主
な
施
設
・
：
百
五
十
人
収
容
の

舞
■
1
-
つ
き
会
議
畿
槃
会
室
と

し
て
利
用
さ
れ
る
と
同
時
に
．

茶
．
生
花
な
ど
の
学
ガ
に
活
用

で
き
る
和
室
、
事
務
室
、
料
理

実
習
の
で
き
る
学
習
寓
公
民

館
で
行
う
学
級
や
講
座
な
ど
に

必
要
な
図
書
や
資
料
を
そ
ろ
え

た
図
書
談
話
室
、
集
会
や
学
習

木
幡
地
区
で
公
民
分
館
活
動
や
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に

た
ず
さ
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
お
二
人
の
声
は
…
…
…

1

1

1

1

1

1

建
設
が
進
艇
し
た
：

と
考
え
て
い
ま
す
。
ｍ

今
後
、
運
営
面
ぷ

で
の
要
望
も
し
て
二

い
き
た
い
で
Ｔ
が
、
ｍ

ま
ず
、
近
く
の
人
こ

″
気
軽
に
使
え
る
ｙ

よ
う
な
施
設
に
し
ぷ

て
ほ
し
い
と
思
っ
ぷ

て
い
ま
す
。
ｍ

（
5
4
年
度
ま
で
木
幡
公
民
分

館
艮
、
木
幡
西
中
に
在
住
）

｀

－
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
‰

東
部
地
区
に
一
番
に
地
区
館

が
出
米
る
こ
と
は
う
れ
し
い
で

す
ね
。

サ
ー
ク
ル
活
動
は
沢
山
あ
り

ま
す
が
、
横
の
結
び
つ
き
と
い

い
ま
す
か
、
公
民
館
職
員
が
中

んさ静部岡

心
に
市
民
の
交
流
を
め
ざ
す
こ

と
が
大
事
で
．
貸
館
業
務
だ
け

で
は
意
義
は
あ
り
ま
せ
ん
．

利
用
者
の
声
を
聞
き
あ
げ
た

い
い
建
物
が
出
来
る
い
高
時
に
．

市
民
意
識
を
う
な
が
し
、
本
当

職員が中心になって

の
い
い
仲
間
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い

た
だ
け
る
職
貝
さ

ん
が
配
置
さ
れ
る

よ
う
に
望
ん
で
い

ま
す
。

｛
公
民
館
保
i
}
ｒ
＊

考
え
る
会
会
長
、

木
幡
御
蔵
山
に
在

住
）

階－▲

活
動
に
参
加
す
る
お
母
さ
ん
た

ち
の
た
め
に
乳
・
幼
児
を
一
時

保
育
す
る
た
め
の
保
育
室
を
そ

れ
ぞ
れ
一
室
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
身
体
に
障
害
が
あ
る

人
な
ど
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

1
1
1
1

小倉地区公民館

まもなく建設へ

小
介
地
域
で
は
、
昭
和
五
年
に

姓
設
さ
れ
た
小
介
公
民
分
館
が
老

朽
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地
域

文
化
を
支
え
る
施
設
と
し
て
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
新
築
の
要
Ｓ
が

強
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
昭
和
斤
１
川

階ク
』

▲

持
っ
た
人
や
目
の
不
自
由
な
人
、

お
年
寄
り
に
も
便
利
な
ぷ
フ
に
、

表
示
タ
イ
ル
を
張
る
と
と
も
に
、

玄
関
に
自
動
ド
ア
を
設
け
、
身

障
者
用
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
な

ど
ｓ
配
慮
も
加
え
て
い
ま
す
。

1

1

1

1

1

1

1

年
か
ら
小
倉
町
寺
内
九
一
の
巨
椋

神
社
境
内
を
借
用
。
小
倉
公
民
分

館
を
解
体
し
、
小
倉
地
区
公
民
館

新
築
計
画
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
神
社
本
庁
や
地
元

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
中
で
。

ま
も
な
く
建
設
を
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
完
成
は
六
月
末
、

八
月
に
は
オ
ー
プ
ン
の
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
規
模
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
二
階
建
で
、
建
物
延

面
積
は
約
五
五
〇
″
。
主
な
施
設

は
。
大
会
議
竃
和
室
、
事
務
室
、

料
理
実
む
の
で
き
る
学
習
室
。
図

宍
談
話
室
、
保
育
室
と
な
っ
て
い

ま
す
。市

で
は
今
後
、
市
民
の
学
習
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
市
民
相

九
の
交
流
の
場
と
し
て
、
中
央
公

民
館
を
は
じ
め
中
学
校
区
毎
に
地

区
公
民
館
を
建
設
す
る
な
ど
、
公

民
館
網
の
り
備
・
充
実
へ
積
極
的

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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些
細
な
こ
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で
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相
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下
さ
い
ま
せ
。

専
門
の
係
員
が
真
心
を

こ
め
て
、
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

老
舗
の
ご
石
上
”
で
は
ご
希
望
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応
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ご
ゆ
つ
’
く
り
と
お
選
び
い
た
だ
け
る
よ
う

簡
素
な
中
に
も
気
品
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納
か
ら

格
調
高
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豪
華
な
も
の
ま
で

品
数
豊
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に
取
り
揃
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ご
用
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を
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ま
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お
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ま
す
。
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に
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お
米
は
私
た
ち
に
と
っ
て
最

も
身
近
な
食
糧
で
す
が
、
品
質

や
流
通
経
路
、
価
格
な
ど
疑
問

な
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
私
た
ち
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
、
調

査
・
研
究
の
対
象
と
し
て
ぶ

恚
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
調

査
・
研
究
に
は
京
都
食
糧
事
務

所
や
宇
治
市
農
業
協
同
組
合
、

京
都
府
米
穀
商
業
鰻
・
、
生
産

農
家
な
ど
の
協
力
を
得
て
い
ま

す
。

◇

｛
米
の
種
類
｝

政
府
か
ら
数
量
限
定
の
指
示

に
も
と
づ
い
て
生
産
さ
れ
、
農

産
物
検
査
官
に
検
査
さ
れ
て
等

級
を
受
け
た
政
府
米
、
自
主

流
通
米
へ
そ
れ
と
。
政
府
指
定

量
を
超
え
た
生
産
農
家
の
米
が

こ
の
ほ
ど
、
京
都
府
（
南
部
）

の
特
定
産
業
に
働
く
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
産
業
別
最
低
賃
金
が
表

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
な

最
低
賃
金
と
は
、
働
く
者
の
最

低
の
賃
金
額
を
保
障
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
労
働
条
件
を
改
善
し
、

働
ぐ
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
事
業
所
で
働

く
常
用
、
臨
時
、
パ
ー
ト
な
ど
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
。

用
者
が
最
低
賃
金
の
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
。
処

罰
の
対
象
と
な
る
も
の
で
す
。
ま

た
。
最
低
賃
金
の
額
以
下
の
賃
金

で
労
働
協
約
を
結
ん
で
も
、
そ
の

部
分
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の

労
働
時
間
や
労
働
日
に
対
応
す
る

つ
て
異
な
り
ま
す
が
、
昧
が
よ

く
生
産
量
の
ま
と
ま
’
（
ａ
ｌ
種
が
、

政
府
の
銘
柄
指
定
を
う
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
一
～
五
類
に

分
け
ら
れ
。
一
類
に
は
コ
シ
ヒ

農
協
な
ど
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
カ
リ
、
日
本
晴
、
中
生
新
千
本
。

る
ｄ
過
米
へ
そ
し
て
。
生
産
二
類
に
は
ヤ
マ
ピ
コ
、
若
葉
、

農
家
か
一
且
接
消
費
者
に
咀
冗
ミ
ネ
ニ
シ
キ
。
三
類
に
は
豊
年

さ
れ
る
〃
自
由
米
瓢
い
わ
ゆ
ワ
セ
。
ア
ケ
ポ
ノ
、
そ
の
他
。

る
や
み
米
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
四
類
に
は
主
に
青
森
産
。
五
類

（
銘
柄
）

①
模
亨
・
農

協
な
ど
の
集
荷

場
所
で
、
一
袋

（
三
〇
‘
Ｅ
″
’
）
づ

っ
農
産
物
検
査

新
米
が
六
〇
訟
。
一
月
か
ら
三

月
で
新
米
が
七
〇
む
。
四
月
以

降
に
全
量
新
米
と
な
り
ま
す
。

自
幸
雁
通
米
は
、
九
月
ご
ろ
か

忿
写
り
れ
ま
す
。

（
消
璽
）

五
十
五
年
度
の
消
費
者
の
消

費
量
は
七
百
八
十
五
万
ｙ
で
、

そ
の
内
訳
は
政
府
米
五
百
二
十

万
ぺ
自
幸
晟
通
米
二
百
六
十

米
を
見
直
そ
う

が
に
よ
っ
で
検
査
さ
れ
、
一
？

三
等
級
の
検
印
が
押
さ
れ
H
t
ｔ
Ｋ

整
粒
Ｌ
成
熟
し
た
粒
が
多
く
、

死
米
Ｌ
粉
状
質
の
粒
、
・
着
色
粒

＝
粒
面
が
着
色
し
た
粒
が
少
な

い
も
の
で
、
容
禎
量
＝
一
リ
ッ

ト
ル
の
重
さ
が
重
い
ほ
ど
等
級

が
高
く
な
り
ま
す
。

②
銘
柄
・
：
地
域
や
気
候
に
よ

に
は
北
海
道
産
。
そ
し
て
各
類
五
万
７
で
す
。

に
Ｉ
～
二
ま
た
は
三
の
等
級
が
京
都
府
の
年
間
生
産
量
十
二

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
万
ｊ
の
う
ち
、
消
費
者
に
ま
わ

な
お
、
標
準
価
格
米
は
主
に
る
の
は
三
万
Ｊ
で
す
。
こ
れ
は

三
類
の
一
～
二
等
が
中
心
。
需
要
の
三
ヵ
月
分
し
か
な
い
た

（
政
府
米
の
切
替
え
時
期
）
め
、
全
国
か
ら
買
い
入
れ
て
い

一
般
的
に
、
政
府
米
は
小
売
ま
す
。

店
で
十
一
月
か
ｉ
苛
れ
ｔ
ｔ
（
小
売
価
格
）

売
却
率
は
十
一
月
、
十
二
月
で
政
府
米
の
う
ち
、
標
準
価
格

労
働
者
の
生
活
安
定
へ

「
所
定
内
賃
金
」
で
あ
り
、
梢

・
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

京都府最低賃金一覧表(55年度)

手
当
、
時
間
外
手
当
、
休
日
手
当

な
ど
は
賃
金
に
算
人
さ
れ
ま
せ
ぺ

モニタ
ーの調
査・研
究

産
業
別
以
外
に
す
で
に
十
月
二

十
日
か
ら
、
府
下
の
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低

賃
金
が
効
力
を
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
別
最
低
賃
金
と
産
業
別

最
低
賃
金
の
両
方
の
適
用
を
。
う
け

る
労
働
者
に
は
金
額
の
高
い
方
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

ｎ
作

2
0

勣
い
四
夕
今
・
今
夕
｀
φ
夕

5
5

1
0

¨

冊
半
肩

一

羅
大
盛
謳

’

７
煕
一
｛
～
｝
｝

｛
・
ヽ

心

‘
｛
。
■
｛
｝
才
一

ゝ
ハ

に
】
作
］
球
ｙ
作

、 。
、’ 匹
一

い ｙ
一
。

’
・

。
派
」
。
に
Ｉ

‘
゛ 万

’
ｙ
．
。
・

、
ｙ
］
。
’

・

ｌ

一
。
準
漂
繋
Ｊ
偕
偕
偏

ペ
ー
‘
・ 犬

ヽ「

‘ ’゛
億
万
」

｀

’

｀

゛
ｆ

、 、

・
’
晰
八
球
峠
作
艦
齢
難
戦
略
略
樹
齢
～

日

照
痢
驚

い
｝

゛

］
Ｊ
｛
｛
４
…

…

｝
Ｊ

゛
’

加

六
窓
や
Ｉ

§
ｆ
ｔ

業
業
ｌ
／
・
業
加
案
業
業
等
び
業
業
金

二
秀

一

亮
一

食
繊
Ｑ
木
装
バ
エ
出
窯
機
裂
自
卸
京

度
は
価
格
抑
制
ど
食
糧
均
等
の

目
的
を
十
分
果
し
て
い
る
と
犀

え
な
い
が
、
生
産
農
家
を
守
る

上
で
必
要
。
す
ぐ
に
は
廃
止
さ

れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
ｔ
Ｗ
業

者
で
は
’
自
由
販
売
に
な
れ
ば

買
い
占
め
な
ど
が
起
こ
り
、
秩

序
が
乱
れ
る
と
思
う
」
と
の
意

見
で
し
た
。

◇

さ
い
ご
に
、
お
米
が
日
本
で

自
給
で
き
る
食
檄
で
あ
り
な
が

ら
、
消
費
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
今
回
の
調
査

か
ら
、
他
の
食
品
価
格
の
上
昇

率
と
比
較
し
て
、
も
Ｉ
つ
少
し
見

直
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
く
わ
し
い

こ
と
は
、
京
都
労
働
基
準
局
（
豊

0
7
5
－
2
4
1
－
３
２
１
Å
ま
た
は
．

市
役
所
交
通
労
政
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

商
店
街
な
ど
の
振
興
に

共
同
事
業
資
金
融
資
制
度

市
で
は
、
商
店
街
や
小
‘
冗
市
場
円
、
設
備
資
金
で
は
融
資
期
間
五

が
取
組
む
共
同
の
事
業
に
．
資
年
以
内
で
限
度
額
五
百
万
円
と
な

金
の
一
部
と
し
て
低
利
で
融
資
す

る
新
制
度
を
昨
年
十
一
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
制
度

は
、
宇
治
市
内
の
商
店
街
や
ｌ
Ｗ

市
場
の
振
興
を
は
か
り
、
環
境
の

整
備
を
す
す
め
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
も
の
。

融
資
の
対
象
と
な
る
の
は
、
市

内
で
引
き
続
い
て
一
年
以
上
事
業

を
し
て
い
る
商
店
街
や
坐
冗
市
場

が
。
共
同
し
て
宣
伝
や
堅
大
の
事

業
を
し
た
り
、
街
路
灯
、
ア
ー
チ
、

簡
易
焼
却
炉
な
ど
の
共
同
施
設
を

設
け
た
り
す
る
場
合
で
す
。

融
資
額
。
運
転
資
金
で
は
融
資

期
間
一
年
以
内
で
限
度
額
三
百
万

つ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
設
俑
資

五
十
棲
ア
サ
さ
ん

宇
治
市
内
の
最
高
齢
者
で
あ
っ

た
五
十
棲
ア
サ
さ
ん
（
木
幡
南
山

四
）
は
、
さ
る
一
月
二
十
七
日
午

後
八
時
五
十
分
、
直
腸
ガ
ン
の
た

め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
棲
さ

ん
は
明
治
十
四
年
十
二
月
三
十
日

生
ま
れ
で
・
、
満
九
十
九
歳
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
市
内
の
最
高
齢
者
は
、

太
田
ト
キ
さ
ん
（
菟
逗
東
隼
上
り

三
六
一
三
、
九
十
七
歳
）
と
な
り

ま
し
た
。

金
の
畳
Ｒ
必
要
に
応
じ
て
七
百

万
円
を
限
度
に
融
資
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

利
率
。
一
年
以
内
の
も
の
が
年

六
・
五
智
で
、
一
年
を
超
え
る
も

の
が
年
七
・
〇
む
で
す
。

返
済
は
元
利
均
等
・
月
賦
償
還

と
な
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て

六
ヵ
月
の
す
え
置
き
期
間
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

保
証
人
は
二
人
以
上
で
、
必
要

に
応
じ
て
担
保
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇

商
店
街
・
小
‘
｀
市
場
な
ど
が
取

組
む
共
同
事
業
資
金
融
資
制
度

に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
。

市
役
所
商
工
観
光
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

島
と
い
う
島
が

ケ
Ｕ
が
わ
な
か

む
か
し
．
宇
治
川
の
中
に

A
)
で
阻
川
灘
の

で
す
。
彰
で
は

い
ま
せ
ん
が
、

の
″
雷

一
一
一
あ
哺
ほ
孔
た
。
そ

院
の
御
所
咄
陶
ふ
柘

の
･
t
-
t
ｊ
し
ｆ
-
流
万
方

は
水
面
の
上
に
出
て

、
そ
こ
に
は
大
き
な

は
眠

。
そ

が
が
あ
り
、
川
ぺ
り
か
ら
よ
く
ｔ
‐

る
こ
と
が
で
き
ま

割
く
は
ヽ
そ
の

お
お
っ
て
い
て
、

は
え

詐れ
ま

れ
沁
た
A
J
伝

囃
島
の
名
か

木
の
あ
っ
た

・
す
ね
Ｉ
「
穴

で
き
ま
け
。
―

。
そ
の
冶
の
吐

い
て
Ｉ
梅
や
柳

た
叱
伝
え
ら
れ

の
名
か
ら
も
、 の

£
を
Ｓ
が

や
斟
の
か
が

て
い
ま

難
な

あ
っ
た
こ
と
が
し
の
ぱ

「
穴
袱
さ
ま
」
と
し

梅島と

三ノ間の水

て
ま
つ

4
≪
･
)
≪
£

宇
治
川

J
≪
-
4
4
．
･
4
f
v

の
島
に
舟
を
寄
せ
て
、
美
し
い

の
徊
を
な
が
め
た
と
い
う
こ
と

ら
れ
て
い
る
M
廓
ぷ
貳
が

を
剖
で
鴫
つ
た
と
き
、
こ

部
を
か
せ
て
ヽ
難
し
い
妬

な
が
め
た
と
い
う
こ
と
で

魏鮪よ
う

い
だ
で
、
こ
の

う
宮
に
つ
づ
く

⑧

ｄ
－
－
。
ｊ
－
－
一
－

れ
て
く
る
の
だ
と
言
わ
れ
る

が
て
ヨ
ノ
即
で
く
む
が
は
ヽ
り
ゅ

ぐ
１
■
>
.
'
４
Ｖ
■
<
■
<

う
宮
か
ら
哨
き
出
し
た
水
だ
と
襟

じ
ら
れ
、
遠
く
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
水

う
に
な
り
嗜
し
誂
。

こ
り
し
晩
言
い
伝
政
か
ら
、
や

て
三
ノ
間
で
く
む
水
は
、
り
ゅ

ス
、

を
く
み
に
和
て
、
難
の
浄

ま
た
、
ぷ
貳
は
ｍ
ｍ
に
あ
が
っ
と
が
あ
る
で
し
よ
゛
フ
・

ｙ
Ｕ
Ｐ
の
あ
い
だ
袱
に
斟
り
ヽ
と
こ
ろ
で
’
ｍ
ｍ
は
瀞
戸
晰
が

官
藤
の
Ｊ
ぶ
を
擲
っ
た
と
も
l
j
i
i
n
-
ｃ
の
＊
■
ご
０
に
赳
こ
っ
た
漸
が
の
た

う
ふ
し
ぎ
が
あ
っ
た
の
だ
そ
う
で

す
。
’

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
梅
島
に

は
「
天
神
さ
ま
」
を
ま
つ
る
お
社

祖
拓
よ
ｔ
ｎ
Ｌ
Ｋ
:
＊
り
■
≪
-
）
た
‥
’
壇
臣

秀
吉
が
宇
治
廊
の
廊
守
り
通
円
に

ヨ
ノ
即
の
が
を
く
ま
せ
た
と
い
う

お
識
は
、
み
な
さ
ん
も
即
い
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

め

た
大
き
い
岩
だ
け
が
．
川
の
底

廓
っ
て
．
そ
の
な
ご
り
を
と
ど

て
い
ま
す
．

（
市
史
編
さ
ん
室
）

流
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

し
童
と
だ
い

・
す
。
島
の
土
台
に
な
っ
て

ぎ
い
岩
だ
け
が
、
川
の
底

戸
り

［
む

ｑ
ｙ

宇
治
市
教
育
委
貝
会
の
庁
舎

は
、
す
で
に
旧
気
道
第
二
小
学

校
跡
に
移
転
。

て
い
ま
す
。
工
事
中
は
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇

と
こ
ろ
で
．

旧
教
育
委
員
会

の
跡
地
は
道
路

の
拡
幡
と
同
時

に
、
市
民
の
み

市
政
短
信

な
さ
ん
の
強
い
要
望
で
あ
っ
た

京
都
地
方
法
務
局
宇
治
女
局
の

設
置
、
さ
ら
に
消
防
庁
舎
の
増

築
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

前
号
で
京
都

地
方
法
務
局
の

庁
舎
移
転
に
つ

い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
．

新
し
い
所
が
地
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
正
し
く
は
、
京
都
市
上

京
区
荒
神
口
通
河
原
町
東
入
上

生
洲
町
一
九
七
番
地
で
す
。

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

最
低
賃
金
が
改
正

Ｉ
Ｉ
や
つ
か

に
来
て
ヽ
茶
の
｀
ｔ
に
皺
哺

ｔ
ｎ
Ｌ
Ｋ
:
＊
り
■
≪
-
）
た
‥
’
壇
臣

宇
治
廊
の
廊
守
り
通
円
に

の
が
を
く
ま
せ
た
と
い
う

｀
ｙ
八
４

心
ご
叉
べ

こ
一

軋
く
４
ん
■
Ｕ
よ
９
た
ｆ
ね
Ｓ
■
■
。
。
い
拿
か
一

学
問
の
上
達
を
願
っ
た
と
も
l
i
ｒ
ａ
-
ｃ
の
中
ご
防
に
起
こ
っ

れ
て
い
ま
す
・
そ
の
と
き
、
菟
道
め
に
、
流
れ
て
し
ま

廓
叫
ぞ
の
恚
が
あ
ら
わ
れ
て
ヽ
ぶ
こ
ど
で
す
・
加
の
＋
1

貳
に
丈
和
や
訃
劃
を
猷
え
る
と
い
い
読
μ
き
い
が
だ
け

う
ふ
し
ぎ
が
あ
っ
た
刀
だ
そ
う
で
に
残
っ
て
。
そ
の
な

が
噫
て
ら
れ
、
宇
治
の
４
眠
哨
ち

は
日
照
り
吻
咆
つ
/
･
て
水
坏
足
に

な
る
と
、
梅
島
に
濾
つ
て
雨
ご
い

の
新
り
を
し
た
そ
う
吻
す
い
人
々

の
あ
い
だ
で
、
こ
の
島
の
下
に
は

Ｉ

Ｉ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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りよだ政市治宇

甘
え
を
す
て

自
己
陶
冶
を

青
木
勇
（
神
明
）

最
近
「
高
校
な
ん
て
行
き
た
く
学
の
苦
し
み
か
ら
逃
避
し
た
い
と

な
い
」
と
か
、
「
む
な
し
い
高
校
生
言
う
甘
え
が
感
じ
ら
れ
る
。
勉
学

活
』
な
ど
と
言
わ
れ
、
マ
ス
コ
ミ

に
も
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
文
章
や
記
事
は
も
っ

と
も
ら
し
い
が
。
そ
の
行
間
に
勉

と
は
い
わ
ゆ
る
茉
知
へ
の
挑
照

で
あ
り
．
苦
難
は
つ
き
も
の
で
あ

高
校
は
単
な
る
大
学
へ
の
パ
イ

Ｉ
Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
自
I
S
6
1
1
1
1
1
1
1
－
・

ざ
鱗

一｀一一゛
｀

一
｀

一

プ
で
あ
り
。
大
学
の
予
備
校
の
よ

う
な
も
の
だ
と
も
言
わ
れ
る
。
だ

が
、
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

学
問
と
言
う
も
の
は
一
挙
に
飛

び
上
が
れ
る
も
の
で
な
く
。
基
礎
・

基
本
か
ら
一
段
ず
つ
禎
み
上
げ
る

も
の
。
そ
れ
が
新
し
い
思
想
を
生

み
、
学
説
・
発
見
と
な
り
、
人
類

の
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
く
と
も
、

自
己
陶
冶
し
て
し
っ
か
り
と
し
た

社
会
の
歯
車
と
な
っ
て
、
よ
い
社

会
が
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

今
の
社
会
が
よ
い
の
か
、
現
在

大
人
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が

よ
い
の
か
と
、
反
問
す
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
あ
な
た
が
だ
め
な
社
会
と

思
う
な
ら
。
そ
れ
を
よ
く
す
る
の

が
あ
な
た
た
ち
の
役
目
だ
。
た
だ

す
ね
て
い
た
り
、
逃
げ
て
い
て
は

決
し
て
よ
い
社
会
に
は
た
４
な
い
。

そ
れ
に
は
自
己
の
陶
冶
と
思
想
が

必
要
な
の
だ
。
そ
れ
を
得
る
に
は

組
織
だ
っ
た
勉
学
が
必
要
に
な
っ

す
で
に
今
週
の
月
曜
日
．
二

月
九
日
か
ら
、
教
育
委
員
会
の

庁
舎
が
市
役
所
南
側
の
旧
菟
道

第
二
小
学
校
跡
に
移
転
し
て
い

ま
す
．

こ
れ
は
．
旧
教
育
委
員
会
庁

舎
が
都
市
計
画
街
路
宇
治
白
川

線
の
拡
幅
や
京
都
地
方
法
務
局

教
育
委
員
会
庁
舎
は

旧
菟
道
第
二
小
跡
で
す

転
入
学
の
申
請
や
教
育
相
談
、

社
会
教
育
関
係
の
各
種
ス
ポ
・
・
・

て
く
る
。
重
ね
て
言
う
。
甘
え
て
会
は
決
し
て
よ
く
な
ら
な
い
と
。

い
た
り
。
す
ね
て
い
た
り
で
は
社

よそ見せず

まっすぐに
Ｉ幡木く生Ｍ

親
が
子
ど
も
に
対
し
て
望
む
と

す
れ
ば
、
健
康
で
間
違
い
の
な
い

ふるさとの碑展

人
生
を
、
親
の
経
験
か
ら
自
分
の

で
き
得
な
か
っ
た
こ
と
を
。
子
ど

も
に
と
思
い
望
む
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
の
子
ど
も
は
、
一
日
が

時
間
に
し
ば
ら
れ
た
毎
日
の
様
で

あ
り
、
学
校
の
授
業
が
終
わ
れ
ば

ク
ラ
ブ
活
動
、
そ
し
て
食
事
も
後

回
し
に
し
て
の
塾
通
い
。
そ
の
合

間
の
楽
し
み
が
好
き
な
ア
イ
ド
ル

の
こ
と
ら
し
い
。
レ
コ
ー
ド
を
聞

く
か
、
テ
レ
ビ
を
見
る
く
ら
い
で

そ
の
時
間
に
合
わ
せ
て
の
毎
日
の

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
承
知

お
き
く
だ
さ
い
。

な
お
、
移
転
先
の
所
在
地
は

宇
治
市
宇
治
琵
琶
四
五
番
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
電
話
は
市
役

所
の
代
表
番
号
⑩
3
1
4
1
番

で
各
課
名
か
。
内
線
番
号
を
お

告
げ
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
）

親
と
子
の
立
場
の
違
い
は
、
い
多
く
あ
る
レ
’
‐
ル
を
子
ど
も
自
ら

つ
の
時
代
に
も
常
で
あ
ろ
う
。
現
選
び
、
よ
そ
見
せ
ず
に
ま
っ
す
ぐ

詐
一
の
社
会
情
勢
か
ら
、
娯
楽
面
は
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
気

も
ち
ろ
ん
教
育
面
に
お
い
て
多
様
持
ち
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
親
の

化
す
る
中
で
、
親
と
し
て
子
ど
も
役
割
と
責
任
が
、
な
お
一
層
高
ま

に
、
何
を
望
め
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
る
と
思
う
。
一
方
で
。
子
ど
も
た

か
。
ち
の
世
・
界
は
い
つ
の
時
代
で
も
変

今
日
の
複
雑
な
情
況
の
中
、
数
わ
ら
な
い
も
の
と
信
じ
…
…
。

中
身
を
み
が
い
て

人
間
性
を
豊
か
に

竹
田
慧
子
（
広
野
町
）

生
活
で
あ
る
。
私
た
ち
の
子
ど
も
「
あ
あ
野
麦
峠
」
の
せ
り
ふ
に

の
こ
ろ
は
戸
外
で
遊
び
、
そ
の
中
こ
う
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

で
工
夫
し
た
楽
し
み
や
時
間
も
あ
「
親
が
子
の
面
倒
を
見
る
の
は

つ
た
。

「
山
門
を
出
れ
ば
日
本
ぞ
茶
つ

み
唄
」
菊
舎
の
句
碑
（
く
ひ
）
、
宇
治
の

歴
史
に
名
を
残
す
”
宇
治
川
先
陣
之
碑
”

な
ど
、
拓
本
や
写
真
が
ず
ら
り
。

一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
二
日
ま
で
、

碑
展
（
い
し
ぷ
み
て
ん
）
が
市
民
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
碑
展
は
宇
治
市
公
民
館
が
宇
治

十
帖
の
会
、
短
歌
サ
ー
ク
ル
、
拓
本
サ

サ
ー
ク
ル
が
カ
合
わ
せ
て

Ｉ
ク
ル
、
宇
治
映
画
同
好
会
、
は
ま
ち

ど
り
研
究
会
な
ど
と
共
催
し
た
も
の
で

す
。
市
内
に
あ
る
多
く
の
歌
碑
や
句
碑
、

古
跡
碑
、
顕
彰
碑
、
記
念
碑
な
ど
の
拓

本
二
十
六
点
と
写
真
五
十
点
が
展
示
さ

れ
、
お
と
ず
れ
た
人
た
ち
は
宇
治
の
町

を
愛
し
た
先
人
の
思
い
を
ふ
り
か
え
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
一
部
は
、
一
階

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
中
。

動
物
す
べ
て
だ
。
で
も
、
子
が
親

の
面
倒
を
見
る
の
は
人
間
だ
け
で

は
な
い
か
。
そ
ん
な
べ
ト
ベ
ト
し

た
関
係
は
大
嫌
い
だ
っ
」
―
そ

う
言
い
な
が
ら
も
、
九
歳
の
と
き

に
農
家
へ
売
ら
れ
た
と
い
う
'
≪
｡

と
呼
ば
れ
る
検
番
の
目
に
は
光
る

も
の
が
見
え
ま
し
た
。
子
に
面
倒

を
見
て
も
ら
え
な
い
親
も
多
い
現

代
社
会
の
中
。
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

私
た
ち
夫
婦
は
十
一
年
前
の
一

月
十
一
日
、
精
神
面
と
経
済
面
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
夫
の
親
を
振

り
切
っ
て
、
丹
波
か
ら
宇
治
へ
出

て
き
ま
し
た
。
が
、
こ
れ
で
よ
か

っ
た
と
い
う
思
い
と
同
時
に
。
今

も
っ
で
苦
悩
も
持
っ
て
い
ま
す
。

親
が
子
に
、
子
が
親
に
と
い
う
観

点
か
ら
で
な
く
、
人
間
と
し
て
と

1

1

1

1

1

次
回
の
テ
ー
マ

結
婚

あ
る
べ
き
道
を
見
き
わ
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
、
高
校
一
年
生
を
頭
と
す

る
四
人
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ま
が

り
な
り
に
も
親
と
し
て
の
夢
と
期

待
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
何
よ
り

も
、
人
間
性
豊
か
な
人
間
と
し
て
、

社
会
を
大
切
に
。
自
分
を
大
切
に
、

そ
し
て
老
い
ゆ
く
で
あ
ろ
う
両
親

の
こ
と
も
時
に
は
思
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
が
で
き
た
ら
・
：
と
願
っ
て

い
ま
す
が
Ｉ
長
っ
た
ら
し
い
上

着
、
足
の
二
本
も
入
り
そ
う
な
ダ

ボ
ダ
ボ
の
ズ
ボ
ン
姿
で
登
校
し
て

行
く
長
男
に
、
果
た
し
て
人
間
と

し
て
ど
れ
だ
け
の
可
能
性
が
望
め

る
の
や
ら
と
、
不
安
に
か
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
強

く
忠
告
す
る
こ
と
も
で
き
ず
じ
ま

い
だ
っ
た
親
と
し
て
、
外
見
が
悪

い
分
だ
け
中
身
を
み
が
い
て
欲
し

い
と
念
ん
じ
て
い
る
の
で
す
。

ｌ

ｌ

ｌ

存
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

結
婚
に
つ
い
て
既
婚
嗇
の
立
場
．

未
婚
肴
の
目
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
ご

ｉ

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
好
評
の

φ
治
市
民
音
更
が
が
、
二
月

十
五
日
の
日
曜
日
に
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
市
民
音
楽
会
は
。
出
場
す
る

グ
ル
ー
プ
な
ど
で
実
行
委
員
会
を

つ
く
り
運
営
し
て
い
る
も
の
で
、

三
十
一
団
体
も
の
グ
ル
ー
プ
が
出

演
し
ま
す
。
当
日
に
は
。
忙
し
い

な
か
練
習
時
間
を
つ
く
Ｉ
出
し
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職
場
、
学
校

な
ど
で
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
ク

ル
ー
プ
の
巧
み
な
器
楽
演
奏
や
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
コ
上
フ
ス
な

ど
Ｉ
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

現
在
。
音
楽
は
私
た
ち
の
生
活

に
深
く
と
け
こ
ん
で
い
ま
す
。
お

風
呂
の
中
で
の
鼻
う
た
や
楽
し
い

と
き
に
闘
こ
え
て
き
た
曲
、
学
校

が
え
り
の
子
ダ
ぶ
吹
く
、
た
て
笛

盈
‥
Ｉ
Ｉ
。
老
粁
男
女
を
問
わ
ず

嗇
楽
に
親
し
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
音
楽
会
で
は
、
高
校
生
や

中
学
生
。
小
学
生
、
幼
稚
園
児
た

ち
の
演
奏
・
合
唱
の
ほ
か
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
た
ち
も

参
加
し
ま
す
。
ま
た
。
尺
八
な
ど

の
出
演
も
あ
り
、
出
演
川
体
や
来

場
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
伽
広
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
入

場
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ｙ
と
き
・
：
２
月
1
5
日
剛
、
開

場
＝
午
前
９
時
半
～
、
午
前
の
部

一・一
″

一一
゛゛ｌｌ｀

一
｀

一一

自

Ｉ
Ｉ
゛

゛一゛゛一ＩＳ｀ｅｓ｀心｝｀ｅｅ心″″゛゛゛゛゛皿Ｓ｀

1
1
9

＝
午
前
1
0
時
～
、
午
後
の
部
＝
午

後
１
時
1
5
分
～

ｙ
と
こ
ろ
…
宇
治
市
公
民
館
３

階
大
会
議
室
（
市
民
〈
茲
）

ｙ
出
演

（
午
前
の
部
‐
器
楽
演
奏
）
広
野

幼
稚
園
、
城
南
高
校
ギ
タ
ー
マ
ン

ド
リ
ン
部
．
宇
治
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
西
宇
治
・
久
御
山
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
、
槙
島
小
学
校
三
年
、

宇
治
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ

ジ
プ
ル
、
正
山
会
、
市
民
音
楽
会

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
合
奏
団
、
伊
勢
田

小
学
校
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
、
ワ

ー
バ
シ
ュ
ー
キ
ャ
ノ
ン
ー
ボ
ー
イ

ズ
．
美
加
ノ
原
第
二
幼
稚
園
バ
イ

オ
リ
ン
合
奏
団

（
午
後
の
郎
ト
合
唱
）

広
野
幼
稚
園
、
伊
勢
田
小
学
校
音

楽
ク
ラ
ブ
、
コ
ス
モ
ス
宇
治
児
童

合
唱
団
．
向
陵
学
園
女
性
合
唱
団
、

木
幡
小
学
校
五
年
二
組
、
菟
道
マ

ザ
ー
・
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ル
、
京
都

中
央
少
年
少
女
合
唱
隊
、
岡
屋

小
学
校
育
友
会
コ
ー
ラ
ス
部
、

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
槙
島

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
、
南
小

倉
小
学
校
育
友
会
コ
ー
ラ
ス
、
木

幡
小
学
校
六
年
一
組
、
宇
治
朝
霧

コ
ー
ラ
ス
、
平
盛
・
西
大
久
保
小

学
校
コ
ー
ラ
ス
部
、
木
幡
小
学
校

六
年
三
組
、
菟
道
第
二
小
学
校
育

友
会
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
、
東
宇

治
中
学
校
育
友
会
コ
ー
ラ
ス
．
木

幡
小
学
校
六
年
二
組
、
三
室
戸
小

学
校
合
唱
ク
ラ
ブ
、
伊
勢
田
小
学

校
育
友
会
コ
ー
ラ
ス
部
、
見
直
小

学
校
育
友
会
コ
ー
ラ
ス
部

（
公
民
館
）

７５
ｙ

ｑ
ｙ

こ
の
存
、
あ
な
た
の
知
り
八
‥
い
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
二

で
紡
婚
さ
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
卜
五
日
締
切
り
）
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市民音楽会へ　
公民館（市民会館）
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が
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に
望
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の
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府・市民税の申告

りよだ政市治宇号（
５

４ｒ
Ｄ

第

2月16日～３月16日

今
年
も
。
府
・
市
民
税
の
申
告

を
し
て
い
た
だ
ぐ
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
次
に
あ
た
る
人
は
、
必
ず

期
限
内
に
申
告
書
を
提
出
く
だ
さ

い
。

▼
申
告
が
必
要
な
人

・
昭
和
五
十
五
年
中
（
１
月
か
ら

1
2
月
）
に
所
得
の
あ
っ
た
人

た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
で
勤

務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

市
役
所
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
人

や
税
務
署
へ
確
定
申
告
し
た
人

は
除
き
ま
す
。

・
給
与
所
得
者
で
も
、
農
業
所
得

や
家
賃
、
そ
の
他
の
所
得
の
あ

っ
た
人

・
配
当
所
得
が
あ
り
、
所
得
税
に

つ
い
て
源
泉
分
離
選
択
課
税
を

受
け
た
人

・
利
子
所
得
の
あ
る
人
で
、
所
得

税
で
総
合
課
税
を
選
択
し
た
人

・
雑
損
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

・
純
損
失
や
繰
越
し
て
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

な
お
、
生
命
保
険
料
控
除
（
一

つ
の
契
約
で
年
間
九
千
円
島
７

て
支
払
っ
た
場
合
）
や
医
療
費
控

除
を
受
け
る
と
ぎ
は
、
領
収
書
や

証
明
書
を
申
告
書
に
添
え
る
か
、

提
示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

▼
申
告
の
受
付

ｙ
申
告
期
間
・
・
・
２
月
1
6
日
～
３
▼
２
月
２
４
９
・
西
小
倉
墨
跡
、

月
1
6
日
。
期
間
中
の
土
曜
日
も
午
京
都
銀
行
六
地
蔵
支
店
▼
２
月
2
5

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
付
日
…
伊
勢
田
公
民
館
。
紫
ヶ
丘
公

▼
と
こ
ろ
…
市
役
所
市
民
税
課
民
館
ｙ
２
月
2
6
日
…
広
野
公
民
館
、

ま
た
、
忙
し
く
て
市
役
所
に
お
京
都
銀
行
小
倉
支
店
ｙ
２
月
2
7
日

越
し
に
な
れ
な
い
場
合
は
。
次
の
・
・
・
西
大
久
保
集
会
所
、
開
公
民
館

場
所
で
出
張
受
け
付
け
を
し
ま
す
▼
３
月
２
日
…
六
地
蔵
公
会
堂
、

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
木
幡
公
民
館
▼
３
月
３
日
・
・
束
宇

〈
申
告
の
出
張
受
付
〉
治
消
防
分
署
、
旦
椋
公
会
堂
ｙ
３

受
付
時
間
は
午
前
1
0
時
か
ら
月
４
日
…
西
岡
翌
聶
、
太
陽
神

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
戸
銀
行
宇
治
支
店
。

で
す
。
た
だ
し
、
太
陽
神
戸
銀
行
（
市
民
税
課
）

は
午
後
３
時
ま
で
。

所
得
税
の
還
付
申
告

今
す
ぐ
宇
治
税
務
署
へ

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定

納
税
し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な

っ
て
い
る
人
、
そ
れ
に
住
宅
取
得

控
除
や
ロ
ー
ン
控
除
。
医
療
費
控

除
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人
は
今
す

ぐ
宇
治
税
務
署
の
窓
口
で
還
付
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お

還
付
金
は
積
金
口
座
振
込
み
で
受

西
宇
治
中
宇
治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

利
用
者
を
募
集

市
で
は
、
市
内
に
三
ヵ
所
に

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
設
け
二
（

十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
に
無
料

で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
こ
の

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
は
野
菜
や
花

作
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
。
そ

し
て
ま
た
土
を
耕
や
す
こ
と
で

健
康
を
保
ち
、
お
互
い
の
交
流

も
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

を
中
心
に
、
納
税
協
会
、
宇
治
商

工
会
議
所
な
ど
の
共
催
で
開
か
れ

ま
す
。
だ
れ
で
も
お
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
時
間
は
、
い

こ
の
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
の
利

用
者
を
新
た
に
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
ひ
ろ
ば
は
、
西
宇
治

と
中
子
治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
で

す
。

応
募
で
き
る
人
は
、
①
宇
治

市
に
住
民
脊
一
録
を
し
て
い
る
人
、

②
一
月
一
日
現
在
で
満
六
十
歳

以
上
の
人
、
③
他
の
老
人
園
芸

ひ
ろ
ば
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い

人
で
す
。

ｙ
と
こ
ろ
と
区
画
数
・
・
・
西
宇

治
老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
（
広
野
町

成
田
）
＝
7
0
区
画
、
中
宇
治
老

人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
（
槙
島
町
外
Ｔ

４
３
区
画
ｙ
大
き
さ
・
：
１
区
画
が

1
0
平
方
Ｕ
（
１

世
帯
に
つ
き
１

区
画
）
ｙ
利
用

期
間
・
：
４
月
１

日
か
ら
5
8
年
３

月
1
5
日
ま
で
の

約
２
年
間
▼
申

込
み
・
：
２
月
一
一
一

日
ま
で
に
、
必

ず
本
人
が
印
鑑

案
内

確
定
申
告
（
所
得
税
）

無
料
相
談
所

小
規
模
事
業
者
の
自
主
申
告
の

手
助
け
に
と
．
宇
治
税
理
士
部
会

小
学
校
の
入
学
式
ま
で
あ
と

二
ヵ
月
あ
ま
り
。
花
道
小
学
校

の
梅
本
校
長
、
梅
原
教
頭
は
家

庭
で
の
入
学
準
備
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
お
っ
し
や
っ
て
い
ま

し
た
。

ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種

ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
（
三

期
）
を
学
校
で
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
小
学
六
年
生
の
生
徒
は
．
保
護

月
２
３
日
公
日
、
３
月
1
1
日
～
1
3

（
宇
治
税
務
署
）

つ
と
す
わ
っ
て
い
ら
れ
な
い
な

ど
困
っ
た
点
も
目
立
ち
ま
す
。

そ
こ
で
、
家
庭
で
は
朝
起
き
て

顔
を
洗
う
な
ど
基
本
的
な
生
活

習
慣
と
、
辛
抱
強
さ
、
困
難
に

た
え
る
力
な
ど
を
身
に
つ
け
さ

生
活
習
慣
と

辛
抱
強
さ
を

子
ど
も
は
。
保
育
所
や
幼
稚

園
で
集
団
生
活
を
し
て
き
て
い

る
の
で
学
校
生
活
に
す
ぐ
溶
け

込
ん
で
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
が
十

分
に
で
き
な
い
と
か
、
机
に
じ

新１年生へ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
力
が
高
学
年
に
な
っ

て
子
ど
も
が
伸
び
る
力
と
な
り

ま
す
か
ら
」
（
写
真
は
見
遣
小
学

校
の
一
日
入
学
で
絵
か
き
歌
を
先

輩
に
教
え
て
も
ら
う
新
一
年
生
）

者
同
伴
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
報
告

ｙ
と
き
…
２
月
1
9
日
俐
、
３
月
５
昨
年
の
共
同
募
金
、
歳
末
助
け

日
俐
、
午
後
２
時
～
３
時
半
ｙ
と
合
い
運
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

こ
ろ
…
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
保
健
衛
生
課
）

戦
傷
病
者

乗
車
券
引
換
証

昭
和
五
十
六
年
度
分
の
戦
傷
病

者
乗
車
券
引
換
証
の
交
付
請
求
を

‘
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

人
は
。
戦
傷
病
者
手
帳
と
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
福
祉
事
務
所
社
会

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
社
会
課
）

特
殊
寝
台

電
動
マ
ッ
ト
貸
出
し

市
で
は
。
ね
た
き
り
老
人
の
生

活
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
特
殊

寝
台
と
電
動
マ
ッ
ト
を
貸
出
し
て

い
ま
す
。

共
同
募
金
運
動
・
：
一
千
六
十
九
万

二
千
九
十
七
円

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
・
：
九
百
九

十
五
万
四
百
二
十
円

共
同
募
金
宇
治
地
区
支
会

（

宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会

）
を
持
っ
て
福
祉
事
務
所
福
祉
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
し
ｔ
χ

（
福
祉
課
）

ｙ
と
き
・
：
２
月
2
2
日
剛
、
受
付

1
1
時
半
か
ら
、
開
会
正
午
ｙ
と
こ

ろ
Ｌ
・
市
民
会
館
ほ
か
▼
内
容
・
：
（
講

演
）
＝
「
今
日
の
青
少
年
問
題
に

つ
い
て
」
京
都
府
立
大
学
教
授
竹

内
義
彰
さ
ん
、
「
京
都
府
青
少
年
健

全
育
成
条
例
に
つ
い
て
」
京
都
府

青
少
年
婦
人
課
長
太
田
三
郎
さ
ん
、

（
分
科
会
）
Ｌ
第
１
分
科
会
「
家

庭
・
地
域
こ
字
校
の
役
割
と
連
携

を
深
め
よ
う
」
。
第
２
分
科
会
「
明

る
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
よ
う
」
、

第
３
分
科
会
「
青
少
年
み
ず
か
ら

の
活
動
を
す
す
め
よ
う
」
、
第
４
分

科
会
「
国
際
障
害
者
年
と
青
少
尻

（
社
会
教
育
課
）

市
教
育
長
杯
争
奪

弓
道
大
会

弓
道
協
会
の
主
催
で
弓
道
大
会

が
開
か
れ
ま
す
。

ｙ
と
き
・
・
・
３
月
１
日
剛
、
午
前

９
時
ｙ
と
こ
ろ
・
：
黄
粟
自
衛
隊
弓

催
し

宇
治
市
社
会
教
育

研
究
集
会

基
本
テ
ー
マ
は
「
青
少
年
の
健

全
育
成
を
め
ざ
し
て
、
よ
り
よ
き

環
境
づ
く
り
と
子
ど
も
の
自
主
的

活
動
を
高
め
よ
う
」
で
す
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

んせまいとは派宗旨涼地墓園公のぎらすや

賢
熱
明

ヨ
ー

’
よ
撒

１
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５割１はりＭ裂１民市治宇

３
号
号
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鵬
府

0
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3
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号

１
号
番
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詰
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ご
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８
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Ｌ
Ｅ

″
・
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み
3
3
7
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込
庄
帥

し
ヶ

申
五
所

器
皿

濤
園

し
都
霊

澗
京
治

｀
宇

社
場
園

礁説寧
青
財

店
人
園

望
ｚ

讐
ａ

販
財
姉

只
）

ｒ
ａ

ｑ
ｙ

昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
一
回
ま
た
は
、

数
回
に
わ
た
っ
て
合

計
五
千
平
方
Ｕ
（
基

準
面
積
）
以
上
の
土

抄
最
得
し
た
人
は
。

二
月
二
十
八
日
ま
で

に
「
特
別
土
地
保
有

税
」
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
登
記
が

移
っ
て
い
な
く
て
も
現
実
に

引
き
渡
し
が
さ
れ
て
い
る
土
地

で
あ
れ
ば
、
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

非
課
税
土
地
お
よ

び
特
例
譲
渡
の
認
定

を
受
け
る
人
は
。
申

告
書
と
と
も
に
認
定

申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
用
紙
は

資
産
税
課
に
あ
り
ま
す
。

（
資
産
税
課
）
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ｙ
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大
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゛
こ
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万
作
作
、
・
Ｅ
四
大
い

゛
Ｘ
渾
Ｉ
し
綴
団
弊
に
言

特別土地保有税

申告は2月28日ま

で
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